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第 1 章 豊見城市の概況 

 

 

１ 人口及び世帯数の状況 

 

(1)人 口 

○平成 17年国勢調査における人口は 52,516人となっています。 

○人口は、この 25 年間で 1.59 倍となり増加傾向で推移し、平成 12 年には 5 万人を越えました。

一方、人口の伸び率は鈍化傾向にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○平成 21 年住民基本台帳における人口は 56,050 人で、毎年約 700 人から 1,000 人増加していま

す。 
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○自然動態（出生数－死亡数）は、平成19年度まで 700人台の安定した出生数により毎年 500人

前後の自然増となっています。 

○社会動態（転入者数－転出者数）は、平成 16年度以降転入者が上回る社会増となっています。 
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(2)出生数 

○平成 19年度の出生数は795人、過去 10年間で最も多くなっています。 

○平成 19年度の出生率（人口千人に対する出生数）は 14.4‰となっています。平成 14年度から

17年度にかけて約 13.9‰まで低下しますが、平成18年度から上昇傾向にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○平成 19年の母親の年齢別出生数では、「30～34歳」が 270人で最も多く、次いで「25～29歳」

の 239人となっています。 

○年代別にみると、平成 19 年に「30 代」が 403 人で最も多く、次いで「20 代」が 350 人となっ

ています。 
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○合計特殊出生率は、平成 19年に 1.85となっており、沖縄県の1.75、全国の 1.34と比較して高

く、平成 16年から常に県の数値を上回っています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3)18 歳未満人口の推移 

○平成 17 年国勢調査における 18 歳未満人口は 12,881 人、総人口（52,516 人）に占める割合は

24.5％になります。そのうち 6 歳未満人口が 4,400 人、6～11 歳が 4,190 人、12～18 歳未満が

4,291人となっています。 

○18歳未満人口は、昭和60年の 14,703 人をピークに減少し、平成 7年からは約 13,000人前後で

推移しています。 
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○平成 21年住民基本台帳における 18歳未満人口は13,183 人となっています。 

○平成 17年からの５年間は緩やかな増加で推移しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4)年齢構成 

○平成 17 年国勢調査の年齢３区分別人口をみると、年少人口は全体の 20.3％、生産年齢人口は

66.9％、老年人口は12.8％となっています。 

○平成 17年を沖縄県と比較すると、年少人口の占める割合が 1.6 ポイント、生産年齢人口が 1.7

ポイント高く、逆に老年人口は 3.3 ポイント低い状況にありますが、経年的には少子高齢化の

進行がうかがえます。 
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(5)世帯状況 

○平成 17 年国勢調査における世帯数は 16,665 世帯、世帯数は人口の増加に伴って経年的に増加

で推移しています。 

○1世帯当たり平均人員は 3.09人で、昭和 55年の 4.07人から減少傾向で推移しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○平成 17 年国勢調査における家族類型別世帯の状況は、核家族世帯が全体の 71.1％、単独世帯

が 17.6％、三世代世帯が3.2％となっています。 

○沖縄県と比較すると、核家族世帯の占める割合が高く、単独世帯及び三世代世帯の割合は低い

状況にあります。 

○家族類型別の推移では、核家族世帯における夫婦のみ世帯、単独世帯など世帯人員の少ない世

帯の割合が上昇する傾向にあります。 
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昭和 平成 沖縄県

55年 ％ 60年 ％ ２年 ％ 7年 ％ 12年 ％ 17年 ％ 17年 ％

8,100 100.0 9,581 100.0 10,785 100.0 12,786 100.0 15,088 100.0 16,665 100.0 486,981 100.0

4.07 - 3.93 - 3.74 - 3.50 - 3.26 - 3.08 - 2.74 -

6,001 74.1 7,092 74.0 8,160 75.7 9,598 75.1 10,874 72.1 11,852 71.1 302,324 62.1

669 8.3 790 8.2 1,070 9.9 1,450 11.3 1,723 11.4 2,202 13.2 66,422 13.6

4,757 58.7 5,578 58.2 6,113 56.7 6,787 53.1 7,300 48.4 7,576 45.5 173,100 35.5

１８歳未満の親族がいる世帯 4,250 52.5 4,845 50.6 5,011 46.5 5,087 39.8 3,955 26.2 5,006 30.0 113,392 23.3

575 7.1 724 7.6 977 9.1 1,361 10.6 1,844 12.2 2,074 12.4 62,802 12.9

１８歳未満の親族がいる世帯 279 3.4 404 4.2 542 5.0 660 5.2 729 4.8 818 4.9 24,266 5.0

661 8.2 991 10.3 1,182 11.0 1,644 12.9 2,442 16.2 2,930 17.6 133,567 27.4

134 1.7 181 1.9 247 2.3 309 2.4 481 3.2 619 3.7 34,587 7.1

932 11.5 944 9.9 887 8.2 839 6.6 868 5.8 539 3.2 30,590 6.3
資料：国勢調査

※三世代世帯とは「夫婦、子供と両親からなる世帯」「夫婦、子供と片親からなる世帯」「夫婦、子供、親と他の親族からなる世帯」の合計

高齢者単独世帯

三世代世帯

夫婦のみ

夫婦と子ども

片親と子ども

単独世帯

一般世帯　総数

世帯人員

核家族世帯



 
 

11 

○18 歳未満親族のいる一般世帯は、平成 12年の 6,830 世帯まで緩やかに増加、平成 17年は僅か

に減少し 6,788世帯となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○平成17年国勢調査の18歳未満親族のいる一般世帯に占めるひとり親世帯の割合は年々上昇し、

平成 17年には 12.1％となっています。 

○18 歳未満親族のいる一般世帯（6,788 世帯）のうち、母子世帯（女親と子どもからなる世帯）

が 725世帯（10.7％）、父子世帯（男親と子どもからなる世帯）が 93世帯（1.4％）で合計 818

世帯となっています。 

○昭和 55年と平成 17年の数値を比較すると、父子家庭が 1.94倍の増加となるのに対して、母子

家庭は 3.14倍と大きく増加しています。 
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(6)婚姻及び離婚の状況 

○平成 18年の婚姻数は 367件、離婚件数は 142件となっており、婚姻率（人口千人当たり件数）

は 6.9‰、離婚率（人口千人当たり件数）は 2.7‰で沖縄県の数値と同数となっています。 

○離婚率は平成 14年から18年の 5年間で、平成 15年のみ沖縄県の数値を上回り、それ以外の年

では県の数値をほぼ同一もしくは若干低い数値で推移しています。 
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２ 産業構造及び就業状況 

 

(1)産業構造（産業別就業状況） 

○平成 17 年国勢調査における産業大分類別就業者は、第１次産業が全体の 4.8％、第２次産業が

15.1％、第３次産業が80.1％となっています。 

○第１産業及び第２次産業の割合が低下する一方、豊崎等における産業立地を背景に第３次産業

の割合が上昇しながら推移しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2)女性就業者の状況 

○平成 17年国勢調査における女性就業者は 9,638人、就業者全体の 42.5％となっています。 

○本市の女性就業者割合は上昇傾向で推移し、沖縄県のほぼ同様の水準にあります。 
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○本市の平成 17年国勢調査における女性の年齢別就業割合は、49歳までは県平均就業割合を若干

上回る状況にあります。 

○年齢別には、結婚及び子育て期などと重なる30代で一時的に就業割合が低下し、40代から就業

割合が上昇、50代以降は割合が低下しています。 
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３ 保育、就園、就学の状況 

 

(1)要保育児童及び待機児童の状況 

○平成 21 年度の要保育児童数は 1,886 人で、経年的にみると平成 18 年度に一時的に減少します

が平成 20年度以降は増加に転じています 

○待機児童数は平成 17年度の 143人をピークに、増減を繰り返しながら減少し平成 21年度は 42

人となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)認可保育所の入所状況 

○平成 21年度の認可保育所数は法人が 14箇所、市立が２箇所の合計 16箇所となっています。 

○認可保育所入所児童数は、増加傾向で推移し平成 21年度に法人が 1,496人、市立が 133人の合

計 1,629人となっています。 
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○平成 21年度の年齢別保育児童数は、0歳児で 152人、1歳児で341人、2歳児で 373人、3歳児

で364人、4歳児で389人、5歳児で10人となっています。平成16年度と比較して1歳児が33.2％

の増加となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(3)放課後児童健全育成事業（児童クラブ）の状況 

○平成 21年度の児童クラブ登録者数は 553人、うち 1～3年生が 471人で全体の 85.2％を占めて

います。4～6年生が 38人（6.9％）、幼稚園児等が44人（8.0％）となっています。 

○登録者数は平成 18年度から増加傾向で推移しています。 
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(4)公立幼稚園の就園状況 

○公立幼稚園の園児数は平成 16 年度より増加傾向で推移し、平成 21 年度は 635 人となっていま

す。 

○幼稚園の預かり保育利用者数は平成 18 年度より増加で推移し、平成 21 年度は 292 人となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○平成 21年度で最も園児数が多いのが上田幼稚園で 173人、次いで座安幼稚園 134人、とよみ幼

稚園 96人、長嶺幼稚園83人、伊良波幼稚園 78人、豊見城幼稚園 71人となっています。 

○平成 16年度と比較して座安幼稚園は 167.5％の増加、一方でとよみ幼稚園は 83.5％に減少して

います。 
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幼稚園児童数 単位：人、％
平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 H16→H21

上田幼稚園 147 179 171 197 184 173 117.7%

長嶺幼稚園 62 73 77 89 72 83 133.9%

座安幼稚園 80 96 103 120 103 134 167.5%

豊見城幼稚園 65 49 60 82 61 71 109.2%

伊良波幼稚園 90 66 76 65 69 78 86.7%

とよみ幼稚園 115 121 113 108 121 96 83.5%

合計 559 584 600 661 610 635 113.6%

※各年度5月1日現在 資料：学校教育課
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(5)児童及び生徒の状況 

○小学校児童数は増加傾向で推移し、平成21年度に 4,372人、平成 16年度と比較して 107.1％の

増加となっています。 

○中学校生徒数は平成 20 年度まで緩やかに減少、平成 21 年度は増加に転じ 1,941 人となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○平成 21年において最も児童数が多かった小学校は、上田小学校で 1,223人、逆に最も少なかっ

たのは豊見城小学校の478人で、児童数に 2.6倍の差があります。 

○小学校児童数を平成 16 年度と比較すると上田小学校が 127.0％の増加、一方で豊見城小学校は

81.3％に減少しています。 

○平成 21年度において最も生徒数が多かった中学校は、豊見城中学校で 740人、次いで伊良波中

学校で 625 人、長嶺中学校で 576 人となっています。平成 16 年度と比較してどの中学校も 5％

前後生徒数が減少しています。 
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小学校児童数 単位：人、％
平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 H16→H21

上田小学校 963 977 1,019 1,095 1,152 1,223 127.0%

長嶺小学校 529 500 507 516 537 516 97.5%

座安小学校 662 673 703 723 791 805 121.6%

豊見城小学校 588 573 528 510 508 478 81.3%

伊良波小学校 613 604 588 568 557 552 90.0%

とよみ小学校 728 750 772 777 788 798 109.6%

合計 4,083 4,077 4,117 4,189 4,333 4,372 107.1%

中学校生徒数 単位：人、％
平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 H16→H21

豊見城中学校 760 745 723 709 705 740 97.4%

長嶺中学校 598 611 583 554 541 576 96.3%

伊良波中学校 652 683 648 647 598 625 95.9%

合計 2,010 2,039 1,954 1,910 1,844 1,941 96.6%

※各年度5月1日現在 資料：学校教育課




